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一般社団法人日本乳業協会

(1)意見１
【全体総論】
◆農業は、自然環境に密着した産業であり、諸外国のそれとは環境も歴史も文化的
にも異なるため、単純に取引きの同一条件下で競うことに無理があり、国ごとの価値
観を尊重すべきである。よって、こうした主張を行うと共に、TPP交渉における乳製品
の扱いについては、4月19日の国会決議（引き続き再生産が可能となるような除外又
は再協議の対象とすること。10年を超える期間をかけた段階的な関税撤廃を含め認
めない事）に沿った交渉を厳守願いたい。
◆交渉の中で、酪農・乳業経営の持続に支障が生じる可能性が確認された場合は、
交渉の撤退も視野に入れるべきと考える。
◆聖域が守られても、現行の自由化商品や関税枠対象商品の関税率低下や枠の
拡大は、国内酪農・乳業に大きなマイナス影響を与えるため、国内対策を含め十分
な配慮をお願いしたい。
◆聖域が守られないような交渉は論外であるが、聖域が守られたとしても合意内容
によっては、現行の法律や枠組み等、国家介入型の農政を含め、根本的な見直しを
迫られることになる。よって、交渉内容やその進捗については遅滞なく公表され、そ
の可否決定に際しては、国民議論と合意のプロセスを踏むことを求めたい。
◆意見を述べる機会が設けられたことは感謝するが、交渉の妥協点を見出すがごと
き交渉スキルに関する意見を求める前に、しっかりとした政策を示し、その上で意見
を問うべきであり、順番が逆であると考える。
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